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低消費電力 IoT 端末の開発と畜産動物・機器モニタリングへの応用 

 

環境にばら撒くように設置してモニタリングを行えるような無線 IoT 端末について述べる。振動発電デバイスなどの

環境発電デバイスが注目されているが、“環境”は様々であり、実環境においては１μW/cm3 を得るのも容易では

ない。逆に言えば、無線通信を含めた端末の平均消費電力を μWレベルにすることが、“ばら撒ける”、すなわち

小さく自立した無線 IoT 端末を実現するために必須となる。本講演では、直径 6mm 程度の腕時計用ボタン電池で

（計算上）２年以上連続動作する鶏健康モニタリング用端末や振動発電素子を搭載したポンプ状態モニタリング用

自立発電端末の開発例を紹介しながら、端末の低消費電力化技術や振動発電デバイス技術について議論する。 
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